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１．編修の趣旨及び留意点
　本教科書は，教育基本法に示された「教育の目標（教育基本法第二条の第１～第５号）」を，学習活動を
通して実現できるように編修しました。様々な楽曲や音楽活動を通して，芸術文化についての幅広い知識と
教養を身に付けるとともに，個人の価値を尊重して，その能力を伸ばしながら生徒一人一人の豊かな情操や
創造性を培うことを目指すよう配慮しました。また，教材や学習内容の設定において，自他の敬愛と協力を
重んずる態度や生命を尊び，自然を大切にする態度，平和に寄与する態度を養うこと，ならびに伝統と文化
を尊重し，我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重する態度を養うことができるよう配慮しました。

１．編修の趣旨及び留意点

編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

27-192 高等学校 芸術 音楽Ⅰ

発行者の
番号・略称

教科書の
記号・番号 ※　教　科　書　名

17
教出

音Ⅰ　308 高校音楽Ⅰ 改訂版 Music View

▲�p.25　創作▲p.16　ア･カペラにチャレンジ ▲p.128　西洋音楽史

自他の敬愛と協力を
重んずる態度を養う

幅広い知識・教養を
身に付ける

個人の価値を尊重して能力
を伸ばし，創造性を培う

　紙面の例
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２．編修の基本方針
　本教科書は，教育基本法第二条に示す教育の目標を達成するために，各課の構成と内容，教材の選定につ
いて，以下のような方針で編修しました。

構成・内容

◦ 様々な視点から音楽をとらえながら，その背景となる芸術文化についての理解を深め，幅広い知識と教養
を身に付けられるよう教材の選択・配列を工夫しました。

◦ 様々な音楽活動を通して，個人の価値を尊重し，自他の敬愛と協力を重んずる態度を養うとともに，生徒
一人一人の豊かな情操と創造性を培うことができるような構成及び内容としました。

教材の選択

◦ 個人の価値を尊重し，自他の敬愛と協力を重んずる態度を養うとともに，生徒一人一人の創造性を培うこ
とができるよう教材の選択及び設定に配慮しました。

◦ 日本や他国の多様な音楽文化にふれながら，我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重する態度を養う
ことができるよう教材の選択や資料の設定を行いました。

◦ 時代や曲種等に偏りなく幅広いジャンルの中から教材を選択し，音楽の多様なよさや美しさを感じ取りな
がら，伝統と文化を尊重し，豊かな情操を培うことができるよう工夫しました。

◦ 楽曲に込められた思いやメッセージにふれながら，生命を尊び，自然を大切に思う心情や，平和に寄与す
る態度を養っていくことができるよう工夫しました。

２．編修の基本方針

構成・内容

教材の選択

▲p.72　平家物語と日本の音楽 ▲�口絵⑥　ロックの歴史を変えたビートルズ

伝統と文化を尊重する態度を養う 平和に寄与する態度を養う
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３．対照表
図書の内容・構成と教育基本法第二条の第１号から第５号との対応を示します。

教育基本法第二条
〈第１号〉  幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養い，豊かな情操と道徳心を培うとともに，

健やかな身体を養うこと。
〈第２号〉  個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，自主及び自律の精神を養うとともに，

職業及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養うこと。
〈第３号〉  正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に基づき，主体的

に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養うこと。
〈第４号〉  生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うこと。
〈第５号〉  伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，

国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。

３．対照表

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

愛唱歌
ア･カペラにチャレンジ

◦�合唱を通して，生徒同士が心を通わせ，自他の敬愛
と協力を重んじながら，音楽活動を進めるよう選曲
や学習内容を設定しました。〈第３号〉

p. ４～ 13
p.16 ～ 19

ELEMENTS OF MUSIC ◦�音楽を形づくっている要素の働きを学ぶとともに，
創作活動では生徒一人一人が目的意識をもち，個人
の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培
うよう教材の選択と扱いに配慮しました。〈第２号〉

p.20 ～ 29

TEXT & MUSIC ◦�日本語や様々な国の言語による歌を通して，それぞ
れの特徴やよさを味わいながら，豊かな情操を培う
とともに，他国を尊重する態度を養うよう配慮しま
した。〈第１，５号〉
　�また，生命を尊び，平和への寄与をよびかけるよう
な楽曲も取り上げました。〈第４，５号〉

p.30 ～ 57

「さとうきび畑」
「Imagine」

DRAMAS & MUSIC ◦�文学や映像作品と音楽のかかわりに焦点をあて，幅
広い知識と教養を身に付けるとともに，多面的に音
楽をとらえ，豊かな情操を培うよう配慮しました。
〈第１号〉　　　
　�また，シェイクスピアや平家物語などの普遍的な古
典作品を取り上げ，伝統と文化を尊重する態度を養
うことも意図しました。〈第５号〉

p.58 ～ 73

「ロメオとジュリ
エット」「平家物
語と日本の音楽」
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

PICTURES & MUSIC ◦�美術作品と音楽のかかわりを，芸術文化の潮流に即
して取り上げ，幅広い知識と教養を身に付け，豊か
な情操を培うよう配慮しました。〈第１号〉
　�また，我が国の美術作品が西洋の芸術文化に影響を

与えた事象も紹介し，伝統と文化を尊重する態度を
養うことも意図しました。〈第５号〉

p.74 ～ 83

「印象主義と音楽」
「表現主義から抽
象へ」

MUSIC AROUND 
THE WORLD
・日本の音楽

・世界の音楽

・ポピュラー音楽

◦��我が国に伝わる楽器や伝統音楽の系譜を学ぶととも
に，和楽器を実際に演奏し，その響きや奏法を体験
しながら，幅広い知識と教養を身に付け，伝統と文
化を尊重する態度を養うよう配慮しました。
　〈第１，５号〉
◦�各地の民謡や芸能を取り上げ，それらをはぐくんで

きた我が国と郷土を愛する態度を養うよう配慮しま
した。〈第５号〉
◦�世界の様々な音楽について，その個々の特徴を知る
とともに，その背景となる文化や歴史にふれながら，
他国を尊重する態度を養うよう配慮しました。
　〈第５号〉
◦�ポピュラー音楽のルーツをたどりながら，歴史的，
社会的背景にもふれ，幅広い知識と教養を身に付け，
真理を求める態度を養うよう配慮しました。
　〈第１号〉�

p.84 ～ 95

p.96 ～ 103

p.104 ～ 111

音楽史
・西洋音楽史

・日本音楽史

◦�西洋音楽の系譜を様々なできごとなどと絡めて学習
し，幅広い知識と教養を身に付けるよう配慮しまし
た。〈第１号〉
◦�我が国に伝わる音楽や芸能の系譜について，幅広い

知識と教養を身に付け，伝統と文化を尊重する態度
を養うよう配慮しました。〈第１，５号〉

p.128 ～ 133

p.134 ～ 137

その他
・紹介文・批評文 ◦�生徒が自分の音楽体験を書き記し，互いに発表し合

うことにより，個人の価値を尊重して，その能力を
伸ばすことを意図しました。〈第２号〉

p.124
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４．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色
　学校教育法第五十一条に示す高等学校教育の目標などを達成するため，以下の点について編修上の工夫を
しました。
◦カラーユニバーサルデザインに配慮した紙面

　色覚特性を踏まえた，判読しやすい配色や表示の工夫により，すべての生徒が学びやすい紙面づくりに
配慮しています。

◦環境にやさしい教科書
　教科書の印刷には再生紙と植物油インキを使用し，地球環境への影響を少なくするよう配慮しています。

◦見やすさに配慮した紙面
　判型は「A4」を採用し，楽譜，文字，写真，図表などの見やすさに配慮しています。

４．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色
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編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

27-192 高等学校 芸術 音楽Ⅰ

発行者の
番号・略称

教科書の
記号・番号 ※　教　科　書　名

17
教出

音Ⅰ　308 高校音楽Ⅰ 改訂版 Music View

１．編修上特に意を用いた点や特色

本教科書の５つのセクション

音楽を様々な視点からとらえながら，楽曲そのものだけでなく，その背景となる芸術文化についての理解
も深めていくことができるように，①「ELEMENTS OF MUSIC」，②「TEXT & MUSIC」，③「DRAMAS 
& MUSIC」，④「PICTURES & MUSIC」，⑤「MUSIC AROUND THE WORLD」の各セクションを設け，
それぞれのテーマに沿って教材や学習活動を選択，設定しました。また生涯学習を視野に入れながら，生徒
一人一人の感性を高め，意欲を喚起するとともに，生徒が自ら考える主体的な学習や，個性を生かした創造
的な音楽活動を展開していくことができる構成及び内容としました。

１．編修上特に意を用いた点や特色

本教科書の５つのセクション

▲ p.58

p.84︲85

▲

▲p.80︲81

▲p.30▲p.20
① ② ③

④ ⑤

　紙面の例
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セクション 教 材 内 容

ELEMENTS  OF 
MUSIC

音楽を形づくっている要素とその働きを知覚するとともに，それらを操作しなが
ら，自分たちのイメージをもとに指導要領に示された各種の創作活動を行うこと
ができるよう配慮しました。

TEXT & MUSIC 日本語や様々な国の言語の特性にふれ，言葉と音楽の結び付きによる効果や詞に
込められた作者のメッセージなどを感じ取りながら，音楽活動を行うことができ
るよう配慮しました。

DRAMAS & 
MUSIC

文学，映像作品などと結び付いた様々な音楽作品を紹介し，音楽が他芸術と結び
付きどのような効果をもたらしているか，また時代を越えた普遍的なテーマや題
材により，様々な芸術作品が生み出されていることにも目を向けながら音楽活動
を行うことができるよう配慮しました。

PICTURES  & 
MUSIC

美術や音楽などが連動しながら芸術文化を形成した特徴的な時代や潮流を，実際
の絵画作品などを掲載しながら紹介し，その背景を知ることによって，より深く
音楽に向き合うことを目指しました。

MUSIC  
AROUND THE 
WORLD

このセクションは「日本の音楽」「世界の音楽」「ポピュラー音楽」の三部で構成
されています。我が国や世界の各地域にはどのような音楽や楽器があり，それら
はどのような特徴をもっているか，どのような関連をもっているかなどを地図や
年表，イラストを用いて一覧できるよう工夫しました。また，和楽器の箏，三味線，
篠笛，和太鼓は基礎的な奏法や練習曲を示し，民俗音楽では声や楽器を用いてア
ンサンブルで演奏してみることができるよう表現活動も重視しました。生徒にとっ
て身近な「ポピュラー音楽」では形成の過程を社会的背景に照らして丁寧にふれ
ました。

各種コーナー及び
資料ページなど

「愛唱歌」,「ア・カペラにチャレンジ」p.4 ～ 19…本教科書の導入部分で，歌い
合わせる楽しさや声の響き合いのよさや美しさを味わえるよう工夫しました。ま
た，そのための基礎的な発声へのガイドも示しました。

「アンサンブル◆ギター」p.112 ～ 119，「アンサンブル◆リコーダー」p.120 ～
123…楽器の手ほどきや簡単な二重奏，三重奏のアンサンブル曲を掲載しました。

「紹介文・批評文」p.124…音楽を聴いて感じ取ったこと，感動した体験などを言
葉で記し，互いに発表し合う活動を設けました。

「コンピュータを活用しよう！」p.125…コンピュータを用いた音楽制作を紹介す
るとともに，著作権への配慮を促すコラムも設けました。

「西洋音楽史」p.128 ～ 133，「日本音楽史」p.134 ～ 137…各種図版を入れな
がら，音楽以外の様々な社会事象も絡めてわかりやすく示しました。

各種資料ページ…�楽典，楽器の音域表と配置例，作曲家年表，音楽史と史実，リコー
ダー運指表，ギター＆キーボード・コード表などの資料を豊富に掲載しました。
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２．対照表２．対照表

該当箇所

A 表現 B 鑑賞

（1）歌唱 （2）器楽 （3）創作
ア イ ウ エ

ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ

曲
想
を
感
じ
取
り
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
歌
う
こ
と
。

曲
種
に
応
じ
た
発
声
の
特
徴
を
生
か
し
、
表
現
を
工
夫

し
て
歌
う
こ
と
。

様
々
な
表
現
形
態
に
よ
る
歌
唱
の
特
徴
を
生
か
し
、
表

現
を
工
夫
し
て
歌
う
こ
と
。

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
知
覚
し
、
そ
れ
ら
の

働
き
を
感
受
し
て
歌
う
こ
と
。

曲
想
を
感
じ
取
り
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
演
奏
す
る
こ

と
。

楽
器
の
音
色
や
奏
法
の
特
徴
を
生
か
し
、
表
現
を
工
夫

し
て
演
奏
す
る
こ
と
。

様
々
な
表
現
形
態
に
よ
る
器
楽
の
特
徴
を
生
か
し
、
表

現
を
工
夫
し
て
演
奏
す
る
こ
と
。

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
知
覚
し
、
そ
れ
ら
の

働
き
を
感
受
し
て
演
奏
す
る
こ
と
。

音
階
を
選
ん
で
旋
律
を
つ
く
り
、
副
次
的
な
旋
律
や
和

音
な
ど
を
付
け
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
つ
く
る
こ
と
。

音
素
材
の
特
徴
を
生
か
し
、
反
復
、
変
化
、
対
照
の
構

成
を
工
夫
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
つ
く
る
こ
と
。

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
の
働
き
を
変
化
さ
せ
、

イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
変
奏
や
編
曲
を
す
る
こ
と
。

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
知
覚
し
、
そ
れ
ら
の

働
き
を
感
受
し
て
つ
く
る
こ
と
。

声
や
楽
器
の
音
色
の
特
徴
と
表
現
上
の
効
果
と
の
か
か

わ
り
を
感
じ
取
っ
て
鑑
賞
す
る
こ
と
。

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
知
覚
し
、
そ
れ
ら
の

働
き
を
感
受
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
。

楽
曲
の
文
化
的
・
歴
史
的
背
景
や
、
作
曲
者
及
び
演
奏

者
に
よ
る
表
現
の
特
徴
を
理
解
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
。

我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
音
楽
の
種
類
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
理
解
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
。

世界に一つだけの花 p.4～5 ○ ○
少年時代 p.6～7 ○ ○
花鳥風月 p.8～9 ○ ○ ○ ○
風が吹いている p.10～11 ○ ○ ○ ○
岬めぐり p.12 ○ ○ ○ ○
涙そうそう p.13 ○ ○
豊かな歌声のためのエクサ
サイズ

p.14～15 ○ ○

蛍の光 p.16 ○ ○ ○ ○
Dona nobis pacem （平和
を我らに）

p.17 ○ ○ ○ ○

Happy birthday to you p.17 ○ ○ ○ ○
見上げてごらん夜の星を p.18～19 ○ ○ ○ ○
メリーさんのひつじ p.20 ○ ○
Scarborough Fair/
Canticle

（スカボロー・フェア/詠唱）
p.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ボレロ p.27 ○ ○ ○ ○
創作 p.21,25,28,29 ○ ○ ○ ○
この道 p.30～31 ○ ○ ○ ○
故郷 p.32～33 ○ ○ ○ ○
さとうきび畑 p.34～35 ○ ○ ○ ○
Smile p.36～37 ○ ○ ○ ○
Yesterday p.38 ○ ○ ○ ○
Imagine p.39 ○ ○ ○ ○
The Sound of Silence p.40～41 ○ ○ ○ ○
Caro mio ben p.42～43 ○ ○ ○ ○
 ’O sole mio（我が太陽） p.45 ○ ○ ○ ○
Heidenröslein （シューベルト） p.46～47 ○ ○ ○ ○
歌曲『ます』op.32 p.46 ○ ○ ○

セクション 教 材 内 容

その他 　　　　　➡��楽曲や学習事項などが関連しているページを示すマークを設け，学
習内容が定着するよう工夫しました。

参考鑑賞曲➡�より深く，また広がりをもって学習が展開するように，学習内容に
関連した鑑賞曲を適宜示すようにしました。
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該当箇所

A 表現 B 鑑賞

（1）歌唱 （2）器楽 （3）創作
ア イ ウ エ

ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ

曲
想
を
感
じ
取
り
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
歌
う
こ
と
。

曲
種
に
応
じ
た
発
声
の
特
徴
を
生
か
し
、
表
現
を
工
夫

し
て
歌
う
こ
と
。

様
々
な
表
現
形
態
に
よ
る
歌
唱
の
特
徴
を
生
か
し
、
表

現
を
工
夫
し
て
歌
う
こ
と
。

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
知
覚
し
、
そ
れ
ら
の

働
き
を
感
受
し
て
歌
う
こ
と
。

曲
想
を
感
じ
取
り
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
演
奏
す
る
こ

と
。

楽
器
の
音
色
や
奏
法
の
特
徴
を
生
か
し
、
表
現
を
工
夫

し
て
演
奏
す
る
こ
と
。

様
々
な
表
現
形
態
に
よ
る
器
楽
の
特
徴
を
生
か
し
、
表

現
を
工
夫
し
て
演
奏
す
る
こ
と
。

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
知
覚
し
、
そ
れ
ら
の

働
き
を
感
受
し
て
演
奏
す
る
こ
と
。

音
階
を
選
ん
で
旋
律
を
つ
く
り
、
副
次
的
な
旋
律
や
和

音
な
ど
を
付
け
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
つ
く
る
こ
と
。

音
素
材
の
特
徴
を
生
か
し
、
反
復
、
変
化
、
対
照
の
構

成
を
工
夫
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
つ
く
る
こ
と
。

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
の
働
き
を
変
化
さ
せ
、

イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
変
奏
や
編
曲
を
す
る
こ
と
。

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
知
覚
し
、
そ
れ
ら
の

働
き
を
感
受
し
て
つ
く
る
こ
と
。

声
や
楽
器
の
音
色
の
特
徴
と
表
現
上
の
効
果
と
の
か
か

わ
り
を
感
じ
取
っ
て
鑑
賞
す
る
こ
と
。

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
知
覚
し
、
そ
れ
ら
の

働
き
を
感
受
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
。

楽
曲
の
文
化
的
・
歴
史
的
背
景
や
、
作
曲
者
及
び
演
奏

者
に
よ
る
表
現
の
特
徴
を
理
解
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
。

我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
音
楽
の
種
類
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
理
解
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
。

Heidenröslein（ヴェルナー） p.48 ○ ○ ○ ○
Wiegenlied（シューベルト
の子守歌）

p.49 ○ ○ ○ ○

L'âme des poètes（詩人
の魂）

p.50～51 ○ ○ ○ ○

歌曲『月の光』op.46-2 p.53 ○ ○ ○
歌曲『月の光』≪艶なる宴 
第１曲集≫

p.53 ○ ○ ○

Libera me（『レクイエム』
op.48から）

p.54～55 ○ ○ ○ ○

茉莉花（まつりか） p.56 ○ ○ ○ ○
アリラン p.57 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ロメオとジュリエット p.58～59 ○ ○ ○
ウエスト・サイド物語 p.58～59 ○ ○ ○
Tonight p.60～61 ○ ○ ○ ○
サウンド・オブ・ミュージック p.62～63 ○ ○ ○
My favorite things p.62～63 ○ ○ ○ ○
ゴジラ p.64～65 ○ ○ ○
ゴジラ―メイン タイトル― p.64～65 ○ ○ ○ ○
2001年宇宙の旅 p.66～67 ○ ○ ○
交響詩『ツァラトゥストラは
かく語りき』op.30

p.66～67 ○ ○

レクイエム p.66～67 ○ ○
『美しく青きドナウ』 p.66～67 ○ ○
『ガヤネー』から「アダー
ジョ」

p.66～67 ○ ○

アトモスフェール p.66～67 ○ ○
ニーベルングの指環 p.68～71 ○ ○ ○
ヴァルキューレの騎行 p.69 ○ ○ ○
義太夫節『平家女護島』から p.72～73 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Kyrie（『死者のためのミサ
曲』から）

p.76 ○ ○ ○ ○

管弦楽組曲 第2番から『ポロ
ネーズ』

p.77 ○ ○ ○ ○

序曲『フィンガルの洞窟』
op.26

p.79 ○ ○ ○

三つの交響的素描『海』 p.81 ○ ○ ○
『月に憑かれたピエロ』
op.21

p.83 ○ ○ ○

日本の楽器相関図 p.84～85 ○ ○ ○ ○
箏を弾こう／三味線を弾こ
う／篠笛を吹こう／和太鼓
の響き

p.86～91 ○ ○ ○ ○
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該当箇所
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の
音
色
の
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と
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を
感
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を
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、
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の
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史
的
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や
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す
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。
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日本の民謡と芸能 p.92～93 ○ ○ ○ ○
ソーラン節 p.94 ○ ○ ○ ○ ○
会津磐梯山 p.95 ○ ○ ○ ○ ○
世界の楽器図鑑 p.96～97 ○ ○ ○
楽器の伝播 p.98 ○ ○ ○
フィオラッスィウの舞踊曲 p.99 ○ ○ ○ ○
世界の音楽めぐり p.100～101 ○ ○ ○
ジェッディン・デデン p.101 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
プリアタン村『ケチャ』のリ
ズムと旋律

p.102

『動動』による小アンサンブル p.103 ○ ○ ○ ○
ポピュラー音楽のルーツ p.104～105 ○ ○
Pick a bale of cotton

（綿摘みの歌）
p.106 ○ ○

Nobody knows de 
trouble I see

（誰も知らない私の悩み）
p.106 ○ ○

Amazing grace p.107 ○ ○
Oh happy day p.108～109 ○ ○
California Dreamin’  

（夢のカリフォルニア）
p.110～111 ○ ○

Start up !  Playing the 
Guitar

p.112～113 ○ ○ ○ ○

夢の中へ p.114 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カノンによるギター・エ
チュード

p.115 ○ ○ ○ ○

ソナタK.331によるギター二
重奏

p.115 ○ ○ ○ ○

茶色の小びん p,116 ○ ○ ○ ○
「第三の男」のテーマ p.117 ○ ○ ○ ○
ノルウェーの森 p.118 ○ ○ ○ ○

『冬』から p.119 ○ ○ ○ ○
ペツォールトのメヌエット p.120 ○ ○ ○ ○
パッヘルベルのカノン p.121 ○ ○ ○ ○
アニメ・メドレー p.122～123 ○ ○ ○ ○
雅楽（舞楽）『蘭陵王』 p.137 ○ ○ ○ ○
長唄『京鹿子娘道成寺』 p.137 ○ ○ ○ ○
箏曲『千鳥の曲』　 p.137 ○ ○ ○ ○
尺八曲　琴古流尺八本曲『巣
鶴鈴慕』

p.137 ○ ○ ○ ○

尺八と琵琶のための『エクリ
プス』

p.137 ○ ○ ○ ○
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